
東消防署では、令和７年２月２７日（木）、那賀斎場跡地において、救出訓練を実施し

ました。 この訓練は、傾斜地に滑落した要救助者を救出し、災害対応能力の向上を図るこ

とを目的に実施したものです。 当日は、三連梯子を使用した「梯子クレーン救出」とスタ

ティックロープ（登山用ロープ）を使用した「ロープレスキュー」の２種類を実施し、自

力歩行不能な要救助者を救出する技術の錬磨と、技術の共有を図り、有意義な訓練となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【三連梯子を使用した「梯子クレーン」システム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要救助者のもとに向かう救出隊員】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「「ーーレレスューー」システムによる救出準備】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「ーーレレスューー」システムによる救出活動中】 

 


